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プライマリーバランスは黒字にならない
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きのう経済財政諮問会議に提出された「中長期の経済財政に関する試算」では、名目成長率3％以上の「成長実現ケース」でもプライマリーバランス(PB)の黒字化は2027年度、2％以下の「ベースラインケース」では見通せる将来に実現不可能という見通しが出た。

これについて昨年はPB黒字化に言及しなかった安倍首相は、今回は「この夏までに基礎的財政収支の黒字化の達成時期と、その裏付けとなる具体的な計画を決定する必要がある」と述べた。PB黒字化を放棄したわけではないようだが、それは不可能だ。

この図の左側でも明らかなように、実質成長率はリーマンショックのあと大きくマイナスに振れ、財政赤字も激増した。2017年度以降にPB赤字が改善したのは景気回復のおかげだが、それがあと10年も単調に続くことは考えられない。

安倍政権初期の中期財政見通しでは「2020年度に黒字化」という目標が掲げられていた。それは団塊の世代が後期高齢者になって社会保障の赤字が大きくなる「2025年問題」が顕在化する前に一般会計に余裕をもたせようという計画だったが、黒字化は2025年度、27年度と遅れ、さらにそれも無理ということになった。

この遅れは大きい。PBは国債費を除く一般会計の収支であり、社会保障特別会計を含んでいない。2025年度を超えると社会保障（特に医療）の赤字が大きくなり、最終的には一般会計にツケが回ってくる。2030年代には、PB赤字はさらに大きくなり、永遠に黒字化できないおそれが強い。

日本の景気回復を支えてきたのは財政赤字であり、安倍首相はそれにただ乗りして、増税を延期してきたともいえる。結果的には「成長で財政再建」という路線が挫折して増税に転じたが、そのタイミングはちぐはぐだった。消費税を上げるなら、景気の回復したここ数年だった。今後は、景気後退の中で負担増を迫られるだろう。















「正社員」という言葉を一掃する雇用改革







JBpressの記事は最後がわかりにくいので、補足しておく。日本経済の問題が「生産性」だという安倍首相の認識は正しいが、これ自体は何もいわないに等しい。TFP（全要素生産性）上昇率は、成長率から資本蓄積と労働投入を引いた「残差」なので、中身はよくわからない。

その大きな要因は技術進歩だが、日本はイノベーションが大きく減退しているわけではない。残る要因は資本と労働の配分の効率性だから、資本・労働市場が発達して流動性が高いほど生産性は高くなる。資本も経営者も労働者も動きやすいアメリカ型の社会で、生産性が上がるのは当然だ。

だから安倍首相が施政方針演説で「働き方改革」によって「同一労働同一賃金」に規制して「非正規という言葉をこの国から一掃してまいります」というのは逆である。規制を強化すると雇用が固定化し、労働生産性は低下する。労働市場を自由化して、日本独特の「正社員」という雇用慣行を一掃する必要があるのだ。
正社員は幸福なのか
厚労省の労働政策は、いまだに正社員中心だ。彼らが民主党政権時代に進めた「非正規は5年で正社員にしろ」という規制のおかげで、今年3月末には大量の雇い止めが出る2018年問題が発生している。

彼らの発想の根底にあるのは、正社員のような「一家」のメンバーが幸福で、「非正規」はかわいそうだという家父長主義だが、多くの国際比較調査でわかるように、日本のサラリーマンは会社がきらいだ。正社員が会社に忠誠をつくすのは、他に行き場がないからにすぎない。

これから労働がITに代替されると、人間は「個人事業主」に近づいてゆく。タクシーや民宿だけではなく、ベビーシッターや介護のシェアリング・サービスなども出てきて、社会は個人に分解されてゆく。制度を社会に適応させるべきであって、その逆ではない。

こういうサービスの最大の障害は規制である。保育所などは建物の大きさや保母の数や「バリアフリー」に至るまで細かく規制され、新規参入を困難にしている。医療や介護も、免許や公的保険制度のために厳重な規制が行なわれているが、特に老人医療は施設も医師も足りない。医療保険の改革も必要だが、「準医師」のような資格をもうけて、簡単な診察は看護師でもできるようにしてはどうだろうか。

厚労省の労働政策を批判する側も、正社員を「特権」ととらえがちだが、少なくとも私の経験では、サラリーマンは快適な仕事ではない。労働者を正社員という枠から解放し、個人事業主を育てる改革が必要だと思う。















君たちはどう生きるか
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原著は1937年に書かれた子供向けの小説だが、そのマンガ版が本屋にたくさん積んである。宮崎駿監督が映画化するおかげで、100万部以上売れたそうだ。アマゾンではずっとベストセラー第1位で、この岩波文庫版も第10位だが、大人が読んでもおもしろくない。それは子供向けだからではなく、中身が「科学的社会主義」の絵解きだからである。

主人公コペル君が発見した「人間分子の関係、網目の法則」を、おじさんは「生産関係」のことだと解説し、「まだ人間らしい関係になっているとはいえない」という。それは（資本主義では）人々が他人のためにではなく、報酬のために働くからだ。貧しい豆腐屋の子がいじめられるエピソードは、解説で丸山眞男が指摘しているように、階級闘争の寓話である。

もちろん80年前の児童文学の「限界」を語ってもしょうがないが、吉野源三郎は戦後の平和運動のプロデューサーだった。岩波書店の『世界』の編集長として平和問題談話会や憲法問題研究会を組織し、憲法改正を阻止する上で決定的な役割を果たした。本書の「国と国が争うのではなく、すべての人がよい友だちであるような世の中が来る」という心情倫理は、いつまでも幼児のまま大人になれなかった日本の左翼を象徴している。
「科学的社会主義」への信頼
吉野は戦前に治安維持法で逮捕され、拷問を受けた経験がある。本書も検閲を意識して書かれているが、単純な左翼小説ではない。むしろ印象的なのは、主人公を「コペル」と名づけたような科学や法則への信頼である。天動説が進歩して地動説になったように、資本主義はいずれ進歩して社会主義になる、と彼は考えていたのだろう。

戦後の論壇で『世界』の果たした役割は大きい。吉野は「全面講和」を提唱した平和問題談話会の発起人だった。正式メンバーには入らなかったが、談話会の主要な論文は『世界』に発表され、当時の知識人に大きな影響を及ぼした。丸山眞男の論文も『世界』に集中している。

岸信介の憲法調査会に対抗してつくられた憲法問題研究会は、さらに岩波の色が強かった。研究会に宮沢俊義と我妻栄を入れたのは吉野で、丸山が説得した。南原繁は「岩波系じゃないので研究会に参加しなかった」と、のちに丸山は語っている。

出版社がこのように大きな政治的影響力をもつことは今では考えられないが、この時期に論壇の中心が左派で占められたことが、憲法改正を阻止する大きな力となった。これはその後も左翼の主流だったが、知識人以外には広がらなかった。彼らの高邁な理念は、高度成長の豊かさに圧倒されてしまったのだ。

本書は子供向けなので、吉野が当時どう考えていたかはわからないが、ここに書かれたような社会科学の客観性への信頼が、彼のヒューマニズムを支えていたのだろう。それは幸いなことに、社会の主流とはならなかった。いま『世界』の実売は数千部。業界では「ミニコミ誌」といわれている。















「対米従属」以外の道はあったのか









戦後日本の「論壇」では保守はつねに少数派で、圧倒的多数は左翼だった。そんな中で保守主義を自称した西部邁氏は「国家を否定する左翼が日本を亡ぼす」と警告したが、左翼は一度も政権を取れなかった。政権を独占した自民党は、既得権を守る保守政党だった。現実の世界では、圧倒的多数は保守派だったのだ。

しかし保守派は、自分たちの理念を語る言葉をもっていなかった。何を保守するのかがはっきりしないのだ。戦前なら、その答は簡単だった。万世一系の天皇を中心とする「国体」である。しかし戦後はそうは行かないので、「押しつけ憲法」を否定して自主憲法を制定する改革が保守派のアイデンティティになった。

逆に左翼は「平和憲法」を保守することがアイデンティティになった。これは既成事実に弱い日本人に向いた戦術だったので、この点だけは左翼が勝利した。憲法は保守されて「戦後日本の国体」となり、それを押しつけたアメリカが、日本の外交・防衛の意思決定を行う「主権者」となった。これを「対米従属」というのは間違っていないが、それ以外の道はあったのだろうか。
50年代に失った自立のチャンス
1950年代には、あると信じる人が多かった。アメリカとの「単独講和」に反対した人の少なからぬ部分は、日本が社会主義陣営に入るべきだと考えていた。「全面講和」というのは、それに配慮した表現だった。当時は社会主義国の成長率が資本主義を上回っており、日本がいずれ社会主義になると考えた人は知識人に多かった。

他方、自民党の政治家は、私有財産を否定する社会主義革命を恐れ、日米同盟によってソ連の脅威から国を守ろうと考えた。しかしアメリカは自衛力をもたない国とは軍事同盟を結ばない方針（ヴァンデンバーグ決議）だったので、日米安保条約は変則的なものになった。これを正常化することが、その後の自民党政権の悲願だった。

安保条約を対等な軍事同盟に変えるには、日本が再軍備して日米同盟の中で責任を負うしかない。1955年に重光外相がアメリカに提案した日米相互防衛条約は、日本が海外派兵するとともに米軍基地を撤去させるものだったが、ダレス国務長官に一蹴された。

岸信介はそれに抵抗して安保条約を改正したが、それも憲法改正ができない限り、中途半端に終わらざるをえなかった。その後の自民党政権は、安保改正も憲法改正もいわなくなり、解釈改憲で対米従属に適応した。その結果、対米従属は固定化されてしまった。
幸福な「属国」
対米従属が決定的になったのは、1976年に核拡散防止条約を国会承認したときだった。これは日本がアメリカと対等な自衛力（核武装）を放棄して、属国になるという宣言に等しいので、自民党にも外務省にも抵抗が強かったが、このとき日本政府は「普通の国」になる道を断ったのだ。

対米従属路線は、このように既成事実に屈服した結果であり、戦略的な選択ではなかった。それは政治的には賢明だったのかもしれないが、日本人の国家意識に大きなゆがみを残した。「反米保守」がそれを批判するのはもっともだ。対米従属は望ましくないが、主権国家という形態が日本人にふさわしいかどうかは自明ではない。

今までのところ対米従属は大成功だった。そのおかげで、日本は国際的な意思決定はすべてアメリカにまかせ、国内の改革も「アメリカの要請」と称して進めた。日本国民は主権者としてのメリットを享受し、その責任は負わないフリーライダーになったのだ。それはなんと幸福な属国だろうか。

いま日本が核武装して日米同盟を解消すると、莫大なコストがかかるだけで抑止力は低下する。憲法を改正しようという人はいるが、安保条約を改正しようという人は自民党にもいない。もはや対米従属以外に国を守る方法はないのだ。ただアメリカから同盟の解消を求めてきたときに備えて、自立する心の準備は必要だろう。















麻美のグルメガイド：ブルーヒル NYC
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皆さん、おはようございます。池田麻美です。シーズンオフで航空券もホテルも格安な、ニューヨークに来ています。料理の勉強のため、気になっていたレストランをいくつか訪れました。本日は、グリニッジビレッジにあるブルーヒルをご紹介します。

ニューヨーク郊外に農場レストラン、ブルーヒルファームがあり、そのマンハッタン支店です。こちらは、今プロのシェフたちが世界中から食べに訪れるレストランで、いつもインスタグラムで見ていて、注目していました。運良く1人の予約が取れたので、行って参りました。

直営の農場で肉も野菜もミルクも作って、それを料理しているため、素材の味が活きているのが分かります。例えばバターは毎朝作っているものを出しているそうで、パンに付けて食べた時、人生最高のバターと思いました。野菜も噛みしめる毎に味がしました。ブラッセルスプラウトと合わせたチーズも、新鮮な野菜のシャキシャキ感とチーズの味が合わさって、マンハッタンではなく農場に居るような感覚でした。

コースは２つだけで、私が選んだのはfarmer’s feast(農場の饗宴)という名前で、そのものでした。鶏肉の２つの部位に、なめらかなポレンタと優しい味のバジルの二種のソースを合わせたものは、それぞれが主張し過ぎて居なくて、調和していました。

デサートも、優しいミルクから作ったパンナコッタに蜂蜜のコンフィチュールとディルをちょこんとのせて、フェンネルをヴェールのように薄くスライスしてまとわせ、ピンク色のマルメロ の角切りが底に散らされていましたが、甘さ加減が、アメリカ人が作ったとは思えない、繊細な味で、これには驚きました。最後のパースニップのケーキも、ほんのりした甘さで、私の好みでした。

細かい質問にも丁寧に答えてくださって、ありがたかったです。レストランで流れる音楽はアメリカの60年代の懐メロで、特にサム・クックの「Wonderful world」が聴こえてきたときはなごみました。今度は、暖かい季節にマンハッタンから1時間半くらいの農場にたずねてみたいです。















私の音楽ライブラリー：John Surman "Invisible Threads"
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Invisible Threads [MP3 ダウンロード]
ジョン・サーマン
Universal Music LLC



ジョン・サーマンは昔は前衛でしたが、最近はECMで静かな音楽を演奏しているイギリスのサックス・プレイヤー。全盛期は1990年代でしたが、この久しぶりのニューアルバムも美しい。
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